
今回は大阪二紀会に所属されている、福吉久代さんによる絵画の展覧会です。
会場には大作を中心に小品も並べられ、ほどよくリズム感をつけた見やすい展示となりました。
　作品は共通して青や白色のアクリル絵の具やコンテパステルを使って描かれており、大きく
分けると青色ベースと白色ベースのものになります。白いものには乗せられた色や線の美しさ
を、青いものには様々な青が織りなす味わい深さがあり、どちらも一昨年に行われた展覧会の
時の作品と比べると、色合いがはっきりとしました。
　自由に画面いっぱいに伸びる面・線・形から構成された作品は、自身の心の中から拾い集め
たものを表出されているといいます。手が動くまま、感じるままに楽しんで描かれた作品から
は、絵を描く上でのさまざまな決まりから解放されており、展覧会を見に来られた方からは、「涼
しげ」「心地いい」「無重力」といった感想を多く聞きました。
制作する時の作者の気持ちや感情というのは、作品に素直に出ると改めて感じた興味深い展
覧会でした。


